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序

文

東
北
自
動
車
道
は
四
十
七
年
十
一
月
に
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
開
通
し
、
四
十
八
年
八
月
に
は
矢
板
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

こ
の
工
事
に
伴
い
本
委
員
会
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
保
寄
上
、
す
で
に
二
十
三
個
所
の
遺
跡
の
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
境
林
古
墳
は
日
本
道
路
公
団
が
矢
板
市
境
林
で
丘
陵
の
切
土
作
業
中
、
横
穴
式
石
室
に
あ
た
り
、
埴
輪
な
ど

で
開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、

が
出
土
し
た
た
め
、
本
委
員
会
は
日
本
道
路
公
団
と
協
議
し
、
工
事
を
中
止
し
た
う
え
、
四
十
七
年
三
月
八
日
か
ら
三
月
十
七
日
ま
で
の

十
日
間
で
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
本
古
墳
は
内
川
に
の
ぞ
む
圧
陵
に
点
在
す
る
山
頂
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
周
濠
を
も
ち
、
靭
、
朝
な
ど
の
埴
輪
を
回
し
、

横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
書
第
十
集
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
本
県
に
お
い

て
も
古
墳
の
調
査
が
多
く
行
な
わ
れ
、
古
墳
時
代
の
文
化
の
究
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
時
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
一
つ
と
し
て
と

こ
の
た
び
、

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
発
掘
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
矢
板
市
教
育
委
員
会
と
地
元
の
方
々
に
、

と
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
し

ま
す
。

栃
木
県
教
育
委
員
会

教
育
長

ネ面

山

正

道
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伊リ

こ
の
報
告
書
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
矢
板
市
で
行
っ
た
、
東
北
縦
貫
道
関
係
の
境
林
古
墳
発
掘
調
査
の
記
録
で
あ
る
。

実
地
調
査
に
は
県
丈
化
課
文
化
財
調
査
係
が
当
っ
た
。

遺
構
の
写
真
撮
影
は
赤
山
容
造
、
遺
物
の
写
真
撮
影
は
常
川
秀
夫
が
担
当
し
た
。

遺
構
の
図
面
作
製
は
常
川
秀
夫
・
竹
沢

謙
・
赤
山
容
造
に
依
る
。

図
面
の
整
理
・
遺
物
実
測
・
ト
レ
ー
ス
は
赤
山
容
造
が
担
当
し
た
。

埴
輪
の
整
理
・
実
測
は
川
原
由
典
が
担
当
し
た
。

執
筆
分
担
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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モ唱

一
、
古
墳
の
立
地
と
環
境

一
、
古
墳
の
立
地
と
環
境

境
林
古
墳
は
矢
板
市
境
林
字
大
山
に
あ
る
。

古
墳
は
内
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
喜
連
川
丘
陵
の
、
は
ゾ
中
央

の
、
東
北
本
線
や
国
道
四
号
線
の
通
る
狭
間
の
北
部
、
沖
積
地
に

臨
む
、
標
高
約
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
付
近
の
丘
陵
の
頂
部
に
近
い

傾
斜
面
に
立
地
す
る
。

遺跡付近の地形図

こ
の
地
の
北
側
に
は
内
川
に
よ
る
最
大
幅
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

沖
積
地
が
あ
り

南
側
は
鬼
怒
川
・
荒
川
が
山
地
か
ら
平
地
に
出

る
地
点
で
、
広
い
沖
積
地
が
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
、
こ
の
付
近
に
は
先
土
器
時
代
よ
り
数
多
く
の
遺
跡
が
存

l 

在
す
る
が
、
古
墳
時
代
に
限
っ
て
み
て
も
、
第
一
図
(
丈
献3

第 1 図

2

は
墳
頂
よ
り
箱
式
石
棺
が
検
出
き
れ
た
通
同
一
号
墳
を
含
む
古

墳
群

3

は
約
四
0

メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
愛
宕
山
古
墳
を
含

む
古
墳
群
、
4

は
後
岡
古
墳
群
、
5

は
糖
塚
古
墳
群
で
あ
る
。

6

は
無
名
で
あ
る
が

こ
こ
に
も
古
墳
が
存
在
す
る
。

」
れ
か
ら

現
在
ま
で
の
調
査
で
は

い
ず
れ
も
円
墳
で
あ
り
、
時
期
的
に
は

後
期
古
墳
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

二
、
調
査
前
後
の
経
過

東
北
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
と
も
な
う
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
年
以
降
、
路
線
沿
い
に
現
地
踏
査
を
行
な
い

|日



二
、
調
査
前
後
の
経
過

文
化
財
保
護
委
員
会
と
日
本
道
路
公
団
と
の
覚
書
に
基
き
、
計
二
十
三
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
昭
和
四
十
四
年
七
月
よ
り
昭
和
四
十
七
年
一
月
ま
で
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
六
年
度
当
初
に
、
「
東
北
道
栃
木
県
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
(
報
告
書
作
成
ご
と
し
て
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭

和
四
十
七
年
二
月
に
は

「
東
北
縦
貫
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
」
と
し
て
公
刊
す
べ
く
、
調
査
員
よ
り
の
原
稿
は
す
で
に
出
版
社
に
渡
し
て
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
な
時
点
で
、
矢
板
市
教
育
委
員
会
よ
り
「
矢
板
市
境
林
の
東
北
道
建
設
用
地
内
で
古
墳
が
発
見
さ
れ
、
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
」
と
い
う
連
絡
が
あ

っ
た
。
文
化
課
よ
り
橋
本
澄
朗
指
導
主
事
が
現
地
調
査
を
し
、
直
ち
に
工
事
の
中
止
を
依
頼
し
、
日
本
道
路
公
団
東
京
支
社
お
よ
び
同
宇
都
宮
工
事
事
務
所
と
そ

の
処
置
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
現
地
発
掘
調
査
の
経
費
に
つ
い
て
は
「
東
北
道
栃
木
県
内
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
(
報
告
書
作
成
)
」
の
契
約
額
の
範
囲

内
で
、
報
告
書
作
成
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年
度
に
別
途
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
昭
和
四
十
七
年
三
月
八
日
よ
り
一
七
日
ま
で
一

0
日
間
で
発
掘
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

調
査
は
三
月
八
日
か
ら
一
六
日
ま
で
九
日
間
に
わ
た
り
、
県
文
化
課
か
ら
常
川
秀
夫
・
竹
沢

で
お
世
話
に
な
っ
た
矢
板
市
教
委
、
宿
泊
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
現
場
の
作
業
に
出
て
い
た
だ
い
た
本
沢
清
氏
、

謙
・
赤
山
容
造
が
交
代
で
実
地
調
査
に
当
っ
た
。
事
務
手
続
き

ま
た
調
査
に
参
加
し
た
矢
板
高
校
生O

- 2 

B

富
川
寛
君
は
じ
め
同
校
地
歴
部
員
九
名
の
諸
君
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

調
査
の
行
わ
れ
た
も
ょ
う
を
当
時
の
日
誌
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
る
と

三
月
八
日

(
晴
)
玄
室
内
か
ら
多
く
の
埴
輪
出
土
。
盗
掘
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
調
査
員

常
川
・
赤
山
)

三
月
九
日

(
雨
後
晴
)

雨
の
た
め
、
作
業
を
周
注
ト
レ
ン
チ
調
査
に
ふ
り
む
け
る
。

(
調
査
員
Aι， 

吊

)11 

赤
山

三
月
十
日

(
晴
一
時
小
雨
)
奥
壁
寄
り
に
淡
赤
褐
色
の
鉢
型
土
器
出
土
。
直
刀
二
、
餓
二

O
出
土
。

(
調
査
員
常
)11 

赤
山

三
月
十
一
日

(
晴
)

玄
室
間
仕
切
石
際
で
轡
発
見
。
写
真
、
遺
物
図
取
り
。
(
調
査
員
常
川
・
赤
山
)

三
月
十
二
日

(
雨
)
昨
夜
、
夜
陰
に
乗
じ
て
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
大
が
か
り
な
盗
掘
団
が
石
室
を
破
壊
し
て
ゆ
く
、
遺
物
の
取
り
上
げ
は
完
了
し
、
図
面
も
取

っ
て
あ
っ
一
た
が
、
床
石
が
荒
ら
き
れ
た
の
が
痛
い
。
調
査
員

常
)11 

赤
山

三
月
十
三
日

(
晴
)
盗
掘
者
の
後
始
末
に
終
始
。
馬
鈴
一
出
土
。

(
調
査
員

竹
沢
・
赤
山
・
他
に
大
和
久
係
長
・
橋
本
・
川
原
)



三
月
十
四
日

(
小
雨
)

竹
沢
・
赤
山
、
他
に
大
金
・
常
川
・
川
原
)

矢
高
生
5

ト
レ
ン
チ
を
発
掘
。
羨
道
に
二
度
の
追
葬
が
行
わ
れ
た
も
ょ
う
。
(
調
査
員

三
月
十
五
日

(
晴
突
風
)

(
調
査
員

竹
沢
・
赤
山
)

墳
丘
実
測
、
周
浬
ト
レ
ン
チ
掘
り
了
え
る
。

三
月
十
六
日

(
晴
南
微
風
)
つ
い
に
火
葬
場
の
煙
の
直
撃
を
あ
び
る
。
地
山
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
形
象
埴
輪
片
・
織
が
出
土
、
あ
ら
た
め
て
査
掘
(
三
月
十
二
日

の
で
は
な
い
)
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
疑
問
が
お
こ
る
。
盗
掘
に
遇
っ
た
に
し
て
は
、
床
も
遺
物
の
状
態
も
良
か
っ
た(
調
査
員

竹
沢
・
赤
山
)

調
査
終
了
。

一
、
墳
丘
と
周
濯
、
石
室

墳
形
は
お
そ
ら
く
円
形
で
あ
ろ
う
が
、
図
版
一
に
示
す
五
本
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
、
不
整
形
な
外
縁
し
か
出
て
い
な
い
。
墳
正
東
半
分
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
削

ら
れ
た
も
の
だ
が
、

地
形
的
に
斜
面
に
か
冶
る
の
で
、
こ
の
方
向
に
前
方
部
が
来
る
よ
う
な
可
能
性
は
薄
い
。

周
濯
は
北
と
西
側
に
は
は
っ
き
り
出
て
い
る
が
、
束
、
南
側
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、

あ
っ
て
も
痕
跡
程
度
で
あ
る
。

」
れ
は
、
東
と
南
へ
下
る
斜
面
に
こ
の
古

墳
が
造
ら
れ
た
た
め
、
地
形
的
な
制
約
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

山
頂
に
近
い
立
地
で
あ
る
か
ら
周
浬
は
文
字
ど
お
り
の
か
ら
ぽ
り
で
、
北
と
南
で
は
謹
底
の
レ
ベ
ル
も
異
る
し
、
雨
水
が
た
ま
る
に
し
て
も
、
水
を
湛
え
る
期

聞
は
短
か
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

巻
末
折
込
図
に
見
る
と
お
り
、
天
井
付
近
、
粘
土
の
目
張
り
層
が
、
旧
地
表
の
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の
で
、
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
旧
地
表
に

つ
が
っ
た
掘
方
が
あ
り

一
旦
石
室
を
構
築
し
て
か
ら
、
周
謹
か
ら
の
土
を
被
せ
て
墳
丘
を
盛
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
室
の
位
置
は
、
奥
壁
が
円
の
中
心
に
定
っ
て
い
な
い
型
式
の
よ
う
で
、
南
斜
面
を
北
に
向
っ
て
床
面
を
水
平
に
し
な
が
ら
地
山
に
も
ぐ
り
込
ま
せ
、天
井
の

上
一
メ
ー
ト
ル
程
の
土
盛
り
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

旧
地
表
上
に
入
手
を
か
け
て
盛
り
上
げ
た
土
量
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
実
際
に
、
西
半
分
に
残
っ
た
墳
丘
を
み
る
と
大
き
く
見
え
る
の
は
、

の
斜
面
を
利
用
し
て
非
常
に
少
な
い
労
力
で
効
果
的
な
墳
丘
を
造
り
上
げ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

圏
、
横
穴
式
石
室

石
室
全
長
は
、
外
間
仕
切
石
外
縁
ま
で
四
八
四
メ
ー
ト
ル
、
東
壁
長
約
五
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
長
約
五
、O
七
メ
ー
ト
ル
で

石
室
巾
は
奥
壁
部
で
O
、
九
八
メ
l

二
、
墳
丘
と
周
濯
・
石
室

- 3 
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四
、
横
穴
式
石
室

ト
ル
、
内
間
仕
切
石
部
で
一
、O
五
メ
ー
ト
ル
、
両
側
壁
の
石
の
出
を
計
っ
て
平
均
す
る
と
巾
一
、O
コ
一
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

奥
壁
と
東
西
両
壁
の
根
石
に
大
き
め
の
川
原
石
を
す
え
、
上
に
積
み
送
っ
て
い
く
の
に
は
小
ぶ
り
の
川
原
石
を
使
っ
て
い
る
。

用
石
は
細
長
い
棒
状
の
石
で
は
な
く
、
平
た
い
四
角
な
石
で
小
口
積
み
に
し
て
お
り
、わ
ず
か
に
持
ち
送
り
に
し
て
い
る
。

川
原
石
は
三
0
セ
ン
チ
か
ら
五
，
六
0

セ
ン
チ
長
の
も
の
を
奥
壁
、
東
西
壁
の
後
の
控
え
積
み
と
し
て
お
り
、
堅
固
な
積
み
方
で
は
あ
る
が
、

や
は
り
不
安
定
で
あ
る
。

天
井
石
を
失
つ

た
場
合
、

玄
室
床
面
は
一
面
に
扇
平
な
玉
石
敷
と
な
っ
て
い
た
が
、
調
査
期
間
中
、
夜
間
に
盗
掘
の
厄
に
あ
い
、
遺
物
は
同
日
あ
げ
て
お
い
た
か
ら
よ
か
っ
た
も
の
の
、

床
面
は
掘
り
荒
ら
き
れ
て
作
図
作
業
に
と
ん
だ
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

内
間
仕
切
石
に
ふ
た
か
か
え
も
あ
り
そ
う
な
川
原
石
を
ロ
l

ム
を
切
っ
て
す
え
、
こ
れ
よ
り
羨
道
内
に
は
玄
室
よ
り
大
き
め
の
玉
石
を
敷
き
つ
め
、さ
ら
に
は

こ
の
石
敷
の
上
に
再
追
葬
時
に
一
二0
セ
ン
チ
長
程
の
扇
平
な
玉
石
を
、
二
重
三
重
に
積
み
重
ね
て
下
の
床
面
を
埋
め
羨
道
上
部
床
面
を
作
っ
て
い
る
。

外
間
仕
切
石
も
堅
固
な
重
量
の
あ
る
も
の
を
据
え
、
こ
の
外
側
を
や
は
り
川
原
石
で
閉
塞
し
て
い
た
。

-4-

従
っ
て
、
奥
壁
の
あ
る
石
室
が
玄
室
、

一
一
ヶ
処
の
間
仕
切
り
で
区
切
ら
れ
た
室
が
羨
道
、それ
よ
り
外
の
両
壁
の
残
る
部
分
は
閉
塞
部
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
場
合
、
重
要
な
こ
と
は
羨
道
も
当
初
よ
り
埋
葬
の
た
め
の
室
と
し
て
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
点
に
あ
る
。

横
穴
式
石
室
の
機
能
が
、
追
葬
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
境
林
古
墳
の
場
合
に
は
、
追
葬
を
こ
の
羨
道
に
予
定
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
羨
道
が
機
能
の
上
で
玄
室
へ
の
通
路
で
は
な
く
、
埋
葬
の
た
め
の
一
室
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
呼
称
も
扱
い

も
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
群
馬
県
轟
山

A

号
墳
(
文
献
7
ω

、

日
)
で
は
前
室
、
栃
木
県
足
利
市
々
営
住
宅
裏
古
墳
(
文
献6)
で
は
羨
室
、

と
の
呼
称
法
を
用
い
て
い
る
。

境
林
古
墳
の
場
合
、
玄
室
と
羨
道
の
聞
の
床
面
に
段
差
は
な
く
、
床
敷
の
状
態
に
違
い
の
あ
る
こ
と
と
、
二
ヶ
処
の
間
仕
切
り
が
し
で
あ
る
こ
と
の
み
に
よ
っ

て
境
が
で
き
て
い
る
。

袖
無
型
石
室
に
は
尾
崎
氏
の
云
わ
れ
る
通
り
、
玄
室
と
羨
道
の
区
別
が
つ
け
難
く
、
従
っ
て
間
仕
切
石
は
単
に
埋
葬
部
と
閉
塞
部
分
を
仕
切
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
多
分
に
原
始
的
な
、

旧
来
の
竪
穴
式
系
の
伝
統
を
残
し
て
い
る
と
見
る
の
は
一
つ
の
確
か
な
見
方
で
あ
る
。



群
馬
県
前
二
子
古
墳
や
梁
瀬
二
子
塚
古
墳
の
よ
う
な
大
規
模
横
穴
石
室
は
、
右
の
袖
無
型
と
は
お
そ
ら
く
横
穴
石
室
と
し
て
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
に
は
変
り

な
い
と
し
て
も
、

あ
る
い
は
系
列
の
違
う
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
袖
無
型
石
室
は
必
ず
し
も
自
立
的
に
地
方
々
々
で
発
生
す
る
も
の
と
は
云
い
切
れ
な
い
証
拠
に
は
、
こ
の
型
の
石
室
が
例
え
ば
奈
良
県
新
沢
の
ク
ヌ
ギ

谷
古
墳
(
文
献
却
)
や
、
滋
賀
県
神
崎
郡
丸
山
古
墳
第
三
号
墳
(
文
献
出
)

ま
た
、
静
岡
、
長
野
、
新
潟
等
、
関
西
を
含
め
中
部
か
ら
関
東
地
方
全

の
よ
う
に
、

般
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
型
式
で
、
決
し
て
北
関
東
独
自
の
地
域
的
な
特
色
と
ば
か
り
は
云
い
切
れ
な
い
。

群
馬
に
は
確
か
に
数
的
に
は
多
恥
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
か
伝
播
し
た
一
系
列
の
も
の
と
の
想
定
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
石
室
の
年
代
に
つ
い
て
も
、
今
の
と
こ
ろ
六
世
紀
中
噴
か
ら
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
巾
を
持
た
せ
て
な
ら
言
及
で
き
よ
う
が
、
も
っ
と
巾
を

せ
ば
め
る
こ
と
は
さ
ら
に
時
間
を
か
け
て
か
ら
の
こ
と
に
し
た
い
。

玉
、
出
土
遺
物

遺
物
は
、
石
室
内
の
副
葬
品
類
と
石
室
内
外
の
埴
輪
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

石
室
内
の
遺
物
は
、
玄
室
で
は
原
位
置
が
よ
く
保
た
れ
て
い
た
が
、
羨
道
で
は
大
き
く
撹
乱
を
受
け
、
遺
物
が
散
乱
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
上
・
下
二

層
に
分
か
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

埴
輪
は
、
石
室
内
の
埋
土
に
も
混
っ
て
み
ら
れ
た
が
、
石
室
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
閉
塞
部
の
前
で
黒
色
土
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
円
筒
埴
輪
(
図
版
十
一
下
)

が
唯
一
の
原
位
置
を
一
不
す
も
の
で
、
残
り
の
も
の
は
い
ず
れ
も
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
作
業
で
動
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
周
謹
ト
レ
ン
チ
に
も
墳
丘
の
表
面
に
も
埴
輪
が
見
当
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
石
室
内
と
か
石
室
前
で
出
て
い
る
こ
と
は
、
当
初
の
埴
輪
樹
立
が
石

室
直
上
か
、
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
し
め
る
。

図
版
七
は
盾
型
埴
輪
と
円
筒
埴
輪
で
、
盾
型
に
は
赤
色
顔
料
が
塗
一
彩
さ
れ
て
い
る
。どち
ら
も
輪
積
み
成
形
痕
が
よ
く
観
察
で
き
る
。

図
版
八
の
5

は
普
通
の
輔
と
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
輔
型
埴
輪
と
思
わ
れ
る
。
県
内
で
の
類
例
は
芳
賀
町
千
ヶ
窪
古
墳
(
文
献

5
)
佐
野
市
五
箇

古
墳
(
文
献
却
)で
出
土
し
て
い
る
。

図
版
九
の
l

は
何
を
表
し
た
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
形
象
埴
輪
の
部
分
、
2

は
形
状
不
明
の
土
製
品
の
部
分
で
、
盾
型
埴
輪
と
閉
じ
た
す
き
掛
け
の
塗
彩

五
、
出
土
遺
物
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五
、
出
土
遺
物

が
あ
る
。
形
象
埴
輪
の
一
部
で
あ
る
か
ど
う
か
、
な
ん
と
も
云
え
な
い
。

鉢
型
土
器
は
、
玄
室
奥
壁
部
に
束
壁
に
接
し
て
二
重
の
床
石
敷
を
ぬ
き
、
幾
分
地
山
を
切
り
込
む
程
に
深
く
丁
寧
に
置
か
れ
て
お
り
、
西
に
か
た
む
き
か
げ
ん

で
あ
っ
た
。

出
土
位
置
、
状
況
か
ら
見
て
、
他
の
二
振
の
直
刀
、
馬
具
、
鉄
織
と
共
に
初
葬
に
伴
う
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
こ
の
土
器
の
年
代
巾
は
石
室

構
築
の
時
期
と
一
致
さ
せ
て
よ
い
。

鉢
型
と
い
う
器
形
は
、
土
師
器
の
型
式
中
で
主
流
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
編
年
が
困
難
で
あ
る
が
、

既
に
和
泉
式
に
は
含
ま
れ
て
い
る

(
丈
献
幻
)
も

の
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
鉢
型
の
器
形
の
変
遷
の
中
で
編
年
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
器
形
は
鬼
高
式
以
降
に
は
数
を
増
す
も
の
の
よ
う
で
、
境
林
古
墳
の
鉢
型
土
器
の
場
合
も
、

口
頭
部
の
屈
曲
具
合
が
鬼
高
式
の
甑
・
嚢
・
境
に
似
て
、
外

反
す
る
部
分
に
顕
著
な
稜
の
つ
か
な
い
こ
と
、

口
辺
部
に
横
ナ
デ
、
底
部
を
平
底
に
し
外
面
を
凹
ま
せ
、

ハ
ケ
整
形
し
、
指
で
整
形
し
た
跡
が
残
る
こ
と
等
、
全

般
に
厚
手
、
粗
製
の
印
象
を
受
け
る
が
、
鬼
高
式
の
新
し
い
方
に
、

お
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

類
例
は
、
東
京
都
和
泉
遺
跡
、
同
富
士
見
台
遺
跡
(
文
献
幻
)
、
群
馬
県
入
野
遺
跡
第
十
三
号
住
居
跡
(
文
献
お
)
、
埼
玉
県
秩
父
(
丈
献
お
)で
出
土
し
て

い
る
が
、
丸
底
で
査
に
似
た
鉢
な
ら
長
野
県
伊
久
間
原
遺
跡
(
丈
献
部
)で
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
鉢
型
土
器
の
年
代
は
、
古
墳
の
年
代
を
決
定
す
る
上
で
キ
メ
手
と
な
り
得
る
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
教
一
不
を
あ
お
ぎ
、

ま
た
資
料
の
増
加
を
待
ち
た
い
と

思
、
つ
。

直
刀
は
、
玄
室
内
よ
り
二
本
、
中
軸
線
よ
り
西
に
恥
1

は
先
端
を
奥
壁
に
向
け
、
恥
2

は
羨
道
に
向
け
、
そ
れ
ん
\
・
刃
は
西
壁
に
向
け
て
置
か
れ
て
い
た
。

ど
ち
ら
も
角
棟
平
造
り
で
、
恥
ー
は
茎
部
に
目
釘
孔
二
、
刃
区
部
に
も
目
釘
孔
一
が
あ
り
、
無
窓
倒
卵
形
の
鍔
を
持
ち
、恥2
は
無
窓
楕
円
形
の
鍔
を
持
つ
。

蜘
3

は
、
羨
道
西
壁
下
に
も
ぐ
り
込
む
よ
う
に
し
て
置
か
れ
、刃先
を
羨
道
入
口
に
、
刃
を
西
壁
に
向
け
て
い
た
。
三
本
中
最
も
重
量
が
あ
り
、
長
い
。
鍔
は
八

窓
倒
卵
形
で
柄
部
に
木
質
を
残
し
、
茎
部
に
目
釘
孔
二
を
持
つ
。

刃
区
は
こ
れ
の
み
斜
角
で
、
他
の
二
本
は
直
角
、

刃
先
は
三
本
と
も
に
ふ
く
ら
鋒
で
あ
る
。

鉄
織
は
、
玄
室
、
羨
道
か
ら
先
端
の
刃
部
を
残
す
も
の
だ
け
で
も
あ
わ
せ
て
七
十
八
本
、
茎
部
の
み
の
破
片
も
入
れ
る
と
お
よ
そ
百
本
に
近
い
。
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型
式
は
す
べ
て
有
茎
尖
根
鉱
に
属
す
る
が
、
玄
室
内
の
織
は
恥

8

・
9

が
両
刃
で
‘
他
は
全
部
片
刃
で
あ
り
、
長
き
、
形
状
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

一
方
、
羨
道
内
の
搬
は
上
部
床
面
に
つ
い
て
み
る
と
両
刃
の
先
端
を
残
し
て
い
る
も
の
が
一
本
あ
る
の
み
で
、
他
の
形
状
は
破
片
ば
か
り
で
そ
の
型
式
は
よ
く

つ
か
め
な
い
。

下
部
床
面
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

恥
日
・
幻
・
お
・
引
は
・
日
社
・
却
が
片
刃
、
恥
却
・
刊
日
・
日
が
三
角
形
銀
、
恥
M叩
・
幻
が
五
角
形
飯
、
他
は
す
べ
て
普
通
の
両

刃
織
で
あ
る
が
、刃
部
の
断
面
か
ら
み
て
、
轡
2

に
伴
っ
た
片
面
平
ら
、
片
面
半
円
の
も
の
と
、
両
面
よ
り
刃
付
け
し
た
も
の
と
の
二
種
に
分
類
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
織
は
、
分
布
に
規
則
性
が
な
く
、
羨
道
上
部
床
面
と
下
部
床
面
と
別
け
て
は
み
た
も
の
の
、
玄
室
床
面
に
み
る
よ
う
な
整
然
た
る
床
の
作
り
、
遺
物

の
配
置
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

玄
室
内
の
織
の
み
は
、
大
体
同
一
時
期
の
も
の
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

馬
具
類
で
は
、
玄
室
間
仕
切
石
寄
り
で
素
環
鏡
板
の
轡
恥l
が
出
て
い
る
。

二
連
式
の
衝
は
中
央
の
連
結
部
で
互
い
に
直
角
に
連
接
し
て
お
り
、
左
右
両
端
の
引
手
へ
の
環
状
連
結
部
と
も
互
い
に
直
角
に
ね
じ
ら
れ
た
作
り
と
な
っ
て
い

る

図
版
四
の
恥
1

轡
は
、
鋳
着
い
た
実
物
の
ま
〉
に
写
し
た
も
の
だ
が
、
知
恵
の
輪
パ
ズ
ル
よ
ろ
し
く
頭
の
中
で
動
か
し
て
み
る
と
、
図
面
に
向
っ
て
右
側
の
鏡

板
を
図
面
の
上
に
立
て
れ
ば
、
手
綱
の
か
か
る
立
聞
の
薄
く
な
っ
た
部
分
が
右
(
外
)
に
向
き
、
向
っ
て
左
側
の
鏡
板
は
図
面
の
下
に
落
し
て
手
前
に
引
け
ば
、

立
聞
断
面
形
の
薄
い
部
分
が
左
(
外
)
に
出
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
引
手
は
鏡
板
の
外
側
に
着
く
こ
と
に
な
る
。

引
手
査
は
、
図
に
示
す
よ
う
な
位
置
で
手
綱
に
結
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
狼
塚
出
土

の
埴
輪
馬
の
轡
引
手
壷
の
装
着
法
か
ら
想
像
出
来
る
と

(
文
献2
)

こ
ろ
で
あ
る
。

警
九
州
2

土
、

1
h
j
l
 h
ー
よ
り
い
く
ら
か
小
型
で
、
引
手
は
鏡
板
の
内
側
に
着
く
。
羨
道
下
部
床
面
の
出
土
で
あ
る
が
、
右
の
作
り
の
違
い
が
時
期
の
違
い
に
考
え
て

よ
い
か
ど
う
か
、
今
後
の
検
討
に
残
し
て
お
き
た
い
。

素
環
鏡
板
付
の
轡
は
、
足
利
市
小
俣
の
大
川
繁
右
衛
門
家
の
江
戸
期
在
銘
轡
(
県
指
定
有
形
文
化
財
)
が
古
墳
時
代
の
轡
と
ま
っ
た
く
同
じ
作
り
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
み
て
、
古
墳
後
期
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
轡
を
以
て
、石
室
の
年
代
に
言
及
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

五
、
出
土
遺
物
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五
、
出
土
遺
物

む
し
ろ
逆
に
、
石
室
の
年
代
を
以
て
轡
の
年
代
に
及
ぼ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

鐙
鎖
は
、
羨
道
上
部
床
面
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
六
連
式
の
兵
庫
鎖
と
な
っ
て
い
て
、
曲
線
を
お
び
たV
字
型
の
釣
手
金
具
を
垂
ら
し
て
い
る
。

釣
手
金
具
は
左
右
対
称
の
位
置
に
釘
が
二
本
ず
つ
打
た
れ
て
お
り
、
釘
先
に
釘
身
と
直
角
な
木
目
を
残
し
て
い
る
。

」
の
釣
手
金
具
に
つ
く
鐙
は
、
大
和
久
震
平
氏
の
説
か
れ
る
(
丈
献1
)
よ
う
に
、
木
製
輪
鐙
の
可
能
性
が
あ
る
。

六
連
式
の
兵
庫
鎖
は
長
過
ぎ
る
気
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
釣
手
金
具
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
庫
鎖
も
、
完
全
に
連
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

図
版
四
の
イ
・
ロ
・
ハ
・
ニ
・
ホ
は
一
応
鞍
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
イ
・
ロ
が
指
金
を
座
金
代
り
に
鞍
に
打
ち
込
め
る
か
ら
よ
い
と
し
て
、ハ
・
ニ
・
ホ

は
座
金
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
鞍
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ご
教
一
不
を
た
ま
わ
り
た
い
。

図
版
四
の
へ
は
鉄
製
の
辻
金
具

ト
は
銅
製
の
馬
鈴
で
あ
ろ
う
。

銅
鈴
は
、
中
の
丸
に
小
石
で
は
な
く
銅
製
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
刻
目
が
あ
る
が
、
装
飾
文
様
は
ま
っ
た
く
な
い
。

図
版
四
の
チ
・
リ
・
ヌ
は
鉄
地
銅
張
り
の
飾
金
具
で
、
多
く
の
場
合
革
金
具
と
説
か
れ
て
い
る
が
同
じ
形
状
の
も
の
が
、石
橋
町
愛
宕
塚
で
は
鞍
金
具
と
し
て

破
損
し
な
い
で
、
連
な
っ
た
ま
ま
出
て
い
る
の
で
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。

-
F
-
e
'
-

、

今
J
J
J
'

ヌ
に
は
一
端
に
緑
青
が
吹
き
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
折
損
し
て
い
な

い
こ
と
が
分
る
。

こ
の
ほ
か
の
遺
物
に
は
、
図
版
五
の
叫
に
示
し
た
使
途
不
明
鉄
片
、
図
版
六
の
お
・
訂
・
犯
に
示
し
た
留
金
具
が
あ
る
。

六
、
考

察
袖
無
型
石
室
と
間
仕
切
石

横
穴
式
石
室
の
中
で
、
袖
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
玄
室
、
羨
道
の
区
別
が
つ
け
難
く
、
細
長
い
だ
け
の
石
室
平
面
プ
ラ
ン
は
、
北
関
東
で
の
横
穴
石
室
中
、

比
較
的
古
い
時
期
に
編
年
さ
れ
て
き
た
。

玄
室
と
羨
道
を
隔
て
た
と
み
ら
れ
る
施
設
に
は
、
袖
・
玄
門
柱
・
天
井
部
の
楯
石
・
床
面
の
段
差
な
ど
が
あ
る
が
、そ
の
中
で
も
間
仕
切
石
は
最
も
簡
単
に
、

そ
の
目
的
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
。

尾
崎
喜
左
雄
氏
は
、
袖
無
型
に
は
埋
葬
部
と
填
寒
一
部
の
区
別
が
あ
っ
て
、
玄
室
と
羨
道
と
い
う
区
別
の
困
難
な
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
(
文
献
7

川
)
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実
際
、
ど
こ
ま
で
が
玄
室
で
、

ど
こ
か
ら
羨
道
か
悩
ま
き
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
袖
無
型
石
室
に
間
仕
切
石
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、石
室
設
計

者
が
い
か
な
る
意
図
を
画
し
て
間
仕
切
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
突
止
め
た
い
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

間
仕
切
石
が
二
ヶ
処
以
上
に
置
か
れ
る
袖
無
型
石
室
の
類
例
は
、
例
、
え
ば
栃
木
県
で
は
足
利
市
々
営
住
宅
裏
古
墳
(
丈
献
6
)
、
群
馬
県
で
は
前
橋
市
小
旦
那

古
墳
(
文
献
7
ω
8

・

9
-
m
)
、
佐
波
郡
轟
山
A

号
墳
(
文
献
7
ω
日
)
、
有
瀬
二
号
墳
(
丈
献
日
)
、
長
野
県
で
は
大
室
四
三
六
号
墳
(
丈
献
乱
)
、
滋
賀

県
で
は
神
崎
郡
丸
山
古
墳
(
文
献
弘
)
等
が
あ
る
。

足
利
市
営
住
宅
裏
古
墳
の
場
合
に
は
→
-
個
の

「
隔
石
」
に
は
き
ま
れ
た
部
分
に
石
敷
が
な
く
、
閉
塞
は
羨
門
部
の
外
間
仕
切
石
上
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

小
旦
那
古
墳
の
場
合
は
、
二
個
の
「
し
き
み
石
」
の
聞
に
二
体
の
追
葬
が
さ
れ
て
お
り
玄
室
巾
が
七

0
セ
ン
チ
と
二
棺
を
並
べ
る
余
裕
の
な
い
こ
と
か
ら
既

に
埋
葬
さ
れ
た
遺
骸
の
上
を
お
お
い
被
せ
て
追
葬
し
た
も
の
で
閉
塞
は
外
間
仕
切
石
の
外
側
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

轟
山
A

号
墳
の
場
合
に
は

ケ
グ〉

「
梱
石
」
を
備
え
、
奥
壁
と
第
一
梱
石
聞
は
埋
葬
部
、
第
一
・
第
二
梱
石
聞
は
前
室
的
、
第
二
・
第
三
梱
石
聞
は
填
塞
部
、

第
三
梱
石
外
は
開
放
の
ま
、
と
い
う
。

有
瀬
二
号
墳
に
は
、
「
梱
石
」
と
石
室
入
口
に
填
塞
の
た
め
の
石
と
二
ヶ
処
の
設
備
が
あ
り
、
こ
の
区
間
に
填
塞
自
体
を
二
回
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

大
室
四
三
六
号
墳
で
は
、
玄
門
部
に
寸
拒
石
L

、
羨
道
と
前
庭
部
の
聞
を
石
列
で
医
切
っ
て
い
る
。
閉
塞
は
羨
道
全
体
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
方
、
両
袖
型
石
室
で
も
間
仕
切
石
が
二
ヶ
処
以
上
あ
る
も
の
は
多
く
、
例
え
ば
、
本
郷
古
墳
群
(
丈
献
日
)D
号
墳
で
は
玄
室
内
に
二
ケ
処
の
「
間
仕
切
石
」

玄
門
部
に

「
梱
石L

t
Fへ
珂
J
f巾
こ
ま

J
-
7
1
2
:
l
l
 
「
仕
切
石
」
が
あ
っ
て
、
こ
の
間
の
羨
道
全
体
を
閉
塞
し
て
い
た
。

玄
室
内
部
を
仕
切
る
石
は
こ
の
ほ
か
、
観
音
塚
(
丈
献
日
)
、
雷
電
神
社
跡
古
墳
(
文
献
加
)で
も
み
ら
れ
る
が
、
観
音
塚
で
は
「
境
石
」
か
玄
室
を
前
後
に

分
け
、
「
梱
石
し
が
羨
道
を
隔
て
て
お
り
、
雷
電
神
社
跡
古
墳
で
は
、
玄
室
を
「
間
仕
切
石
し
が
分
け
、
羨
道
に
二
ヶ
処
の「匡
]
ゴ
」
ず

ιめ
っ
こ

o

e干
工
午
」
カ
才

石
室
を
閉
塞
す
る
た
め
に

こ
の
よ
う
に
羨
道
を
全
部
埋
め
て
し
ま
う
や
り
方
は
、
決
し
て
横
穴
式
石
室
本
来
の
目
的
で
あ
る
追
葬
の
た
め
に
便
利
な
方
法
と

は
云
え
な
い
。

「
問
詰
め
」
と
云
わ
れ
て
い
る
閉
塞
法
は
、
例
、
え
ば
両
袖
型
で
は
本
郷
古
墳
群
(
丈
献
日
)
A
号
墳
や
、
小
林
D

号
墳
(
丈
献
ロ
)
、
塩
原
塚
古
墳
(
丈
献
日
)

等
に
み
る
こ
と
が
で
き

一
方
、
袖
無
型
で
は
伊
熊
古
墳
(
文
献
日
)
、
上
淵
名
古
墳
(
文
献
日
)
等
に
使
わ
れ
て
い
る
。

川
、
考
察
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六
、
考

ヂ王
/1、

こ
う
し
た
閉
塞
法
ほ
ど
、
追
葬
の
時
に
面
倒
な
や
り
方
は
な
い
筈
で
、
結
局
、
逆
に
言
う
と
そ
れ
ほ
ど
厳
重
な
閉
塞
手
段
が
必
要
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

は
か
な
ら
な
い
。

一
一
ヶ
処
の
間
仕
切
石
聞
を
閉
塞
す
る
例
は
、
両
袖
型
で
は
谷
原
二
号
墳
(
丈
献
詑
)
、
袖
無
型
で
は
西
方
山
三
号
墳
(
文
献
4
)
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
閉
塞
方
法
の
煩
雑
き
は
と
も
か
く
と
し
て
、
境
林
古
墳
の
場
合
、
現
実
の
追
葬
時
に
外
間
仕
切
石
上
に
天
井
石
が
載
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
遺
骸
搬

入
の
た
め
の
空
間
は
巾
八

0
セ
ン
チ
、
高
さ
五
0
セ
ン
チ
し
か
な
い
。

に
も
か
冶
わ
ら
ず
、
石
室
は
追
葬
を
前
提
と
し
て
設
計
当
初
か
ら
二
ヶ
処
の
間
仕
切
石
に
よ
っ
て
複
室
構
造
的
に
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
実
際
に
羨
道
に
は
追
葬
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ど
こ
か
ら
か
、

と
に
か
く
現
実
に
追
葬
し
た
の
で
あ
る
。

い
か
に
し
た
も
の
か
、

考
え
ら
れ
る
の
は
、
棺
を
使
わ
な
い
埋
葬
と
、
閉
塞
部
に
は
手
を
つ
け
ず
、
封
土
を
崩
し
て
天
井
か
ら
す
る
方
法
で
あ
る
が
、
後
者
の
埋
葬
法
は
横
穴
式
石
室

の
思
想
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
両
者
で
な
い
と
す
る
と
、
境
林
の
羨
道
は
副
葬
品
を
置
く
だ
け
の
空
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

構
造
上
、
追
葬
が
可
能
か
、
可
能
で
な
い
か
に
よ
っ
て
、
横
穴
式
石
室
は
あ
ら
た
め
て
点
検
し
直
す
必
要
が
あ
り
、
間
仕
切
石
が
単
な
る
仕
切
り
だ
け
の
用
で

な
く
、
横
穴
式
石
室
の
機
能
自
体
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

境
林
古
墳
の
よ
う
に
石
室
の
設
計
が
追
葬
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
追
葬
の
方
法
に
困
難
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、あ
ら
た
め
て
そ
の
よ
う
な
石
室
構

造
の
系
列
を
追
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

袖
無
型
の
石
室
示
例
を
広
範
囲
に
追
っ
て
み
て
、
ま
た
間
仕
切
石
と
閉
塞
、
追
葬
の
関
係
を
追
っ
て
み
れ
ば
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
は
し
ま
い
か
と
考

る
の
で
あ
る
。
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年
報
7

」
)

同
右
「
群
馬
県
前
橋
市
塩
原
塚
L
(「
年
報
7

」
)

同
右
「
群
馬
県
佐
波
郡
上
淵
名
古
墳
」
(
「
年
報
7

」
)

同
右
「
群
馬
県
佐
波
郡
轟
山

A

号
墳
」
(
「
年
報
7

」
)

同
右
「
群
馬
県
北
群
馬
郡
有
瀬
第
二
号
墳
」
(
「
年
報
叩
」
昭
和
三
十
八
年
)

同
右
「
群
馬
県
安
中
市
築
瀬
二
子
塚
古
墳
」
(
「
年
報
叩
」
)

同
右
「
上
野
田
八
幡
観
音
塚
発
掘
調
査
報
告
書
」

鬼
形
芳
夫
「
本
郷
古
墳
群
A

・
D

号
墳
」
(
「
群
馬
用
水
土
地
改
良
地
域
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
」
昭
和
四
十
五
年
)

松
村
一
昭
「
雷
電
神
社
跡
古
墳
」
(
「
佐
波
郡
東
村
の
古
墳
」
昭
和
四
十
四
年
)

佐
藤
攻
「
大
室
古
墳
群
四
三
六
号
墳
L
(「
大
室
古
墳
群
北
谷
支
群
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書L

昭
和
四
十
五
年
)

谷
原
遺
跡
調
査
団
「
谷
原
」
昭
和
四
十
七
年

原
因
道
雄
「
関
東
地
方
の
初
期
横
穴
式
石
室
古
墳
」
(
「
駿
台
史
学
第
三
十
号
」
)
昭
和
四
十
七
年

江
南
洋
「
丸
山
古
墳
群
」
(
「
東
海
道
幹
線
増
設
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
」
昭
和
四
十
年
)

玉
口
時
雄
「
秩
父
」
昭
和
四
十
六
年
臼
頁
と
第
四
国
参
照

岩
崎
卓
也
「
東
日
本
に
お
け
る
土
師
器
の
研
究
」
(
「
史
学
研
究
」
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
必
昭
和
三
十
九
年
)

杉
原
荘
介
・
中
山
淳
子
「
土
師
器
L
(「
日
本
考
古
学
講
座

5

」
昭
和
三
十
年
)

尾
崎
喜
左
雄
「
入
野
遺
跡
」
昭
和
三
十
七
年

網
干
善
教
「
高
市
郡
新
沢
村
宇
一
ク
ヌ
ギ
谷
古
墳
」
(
「
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
抄
報

下
津
谷
達
男
他
「
佐
野
市
五
箇
古
墳
」
昭
和
三
十
六
年

司
自
目
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石室閉塞部

閉塞部前方の埴輪
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石室全景(南から)

玄室床面と羨道上部床面(北から)
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羨道上部床面と天井石

玄室床面の轡
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羨道下部床面の馬具類

羨道下部床酉の轡
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玄室床面の遺物

同奥壁部の土師器鉢
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玄室東壁の裏込め(トレンチ)

玄室奥控
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土師器鉢と埴輪質
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埴輪類
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円筒埴輪

形象埴輪
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埴輪輔、異形土製品と轡
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羨選出土鉄線

玄室出土鉄重族
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